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１ 目的 

  本研究の目的は、「Z世代の共感」が「一般的な共感」に対し特異性を有している可能性を示唆

することである。「一般的な共感」とは、他者と喜怒哀楽といった感情を共有する事を指し、学術

的には「情動的共感」と「認知的共感」の二つに大別される。しかしながら、研究者が行ったプ

レ調査において、「Z世代の共感」は上記のいずれにも当てはまらない事象が確認された。そのた

め、「Z世代の共感」を探究し、「一般的な共感」と相違が存在することを見出す事を目的とした。     

２ 方法 

  本研究の調査・分析方法は以下のように実施した。研究目的は「共感」の解釈が異なる事を示

唆することにあるため、「一般的な共感」と「Z世代の共感」の比較検証を行なった。 

①「一般的な共感」：既存研究が多く存在するため、文献調査を中心に実施した。 

②「Z世代の共感」：Z世代 28名へのインタビュー調査、テキストマイニングによる分析を実施。 

③上記 ①、②の比較検証を行い、両者の相違を探った。                                          

３ 結果 

 調査・分析の結果、「一般的な共感」は共感相手の内容を自身が理解し、共有する「共感相手→

自身」という指向になる事が確認された。他方、「Z世代の共感」は調査対象者 28名の内、13名

(46%)が自身の思考や趣向と合致する相手に対してのみ共感の感情を抱く、「自身→共感相手」と

いう指向となる事が確認された。尚、Z 世代への調査において、従来の「共感相手→自身」の指

向は 3名(1%)、「どちらとも言えない」が 12名(43%)という結果であった。 

４ 結論 

  以上により、「一般的な共感」と「Z世代の共感」は共有において指向が異なる可能性が確認さ 

れた。即ち、Z世代は「共感」に対し、従来の「共感」の概念と異なる独自の解釈を有しており、

自身と思考が一致する相手に対して「共感」を感じている可能性があると言えよう。 
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